
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
は
ど
ん
な
年
で
し
ょ

う
か
。
人
手
不
足
が
今
ま
で

以
上
に
大
き
な
社
会
課
題
に

な
り
、
産
業
間
の
人
材
争
奪

戦
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り

ま
す
。
「
働
き
方
改
革
」
の

本
格
化
は
業
界
構
造
を
変
え
、

企
業
の
淘
汰
も
進
む
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

新
規
入
職
者
の
獲
得
・
定

着
で
は
き
わ
め
て
厳
し
い
情

勢
と
な
り
ま
す
が
、
東
京
建

築
カ
レ
ッ
ジ
に
は
「
時
代
の

期
待
」
と
呼
び
た
く
な
る
追

い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
「
気
候
危
機
」

（
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総

長
）
の
進
行
下
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
削
減
が
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
求
め
ら
れ
、

木
材
の
利
用
拡
大
が
進
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。
木
造
建
築

へ
の
新
た
な
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
第
二
は
、
日
本

に
お
け
る
住
宅
建
築
の
主
流

は
木
造
※
で
あ
り
、
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
急
務
で
あ

る
こ
と
で
す
。
第
三
は
、
今

後
新
築
戸
建
て
着
工
は
減
る

一
方
、
既
存
住
宅
の
再
生
が

住
宅
市
場
の
主
戦
場
と
な
る

こ
と
で
す
。
空
き
家
の
再
生

も
課
題
。
こ
こ
で
の
設
計
・

施
工
で
は
木
造
建
築
の
高
度

な
知
識
と
技
、
経
験
が
必
要

で
、
カ
レ
ッ
ジ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
値
打
ち
が
光
り
ま
す
。

こ
の
情
勢
に
確
信
を
持
ち
、

追
い
風
を
受
け
る
帆
を
高
く

掲
げ
て
前
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
年
も
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
「
新
設
住
宅
着
工
戸
数
に
占

め
る
木
造
住
宅
の
割
合
（
木
造

率
）
」
（
林
野
庁
『
森
林
・
林

業
白
書
』
）
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東京建築カレッジ

授業見学
大歓迎！

℡ 03
（5950）
1771

ますます高まる「時代の期待」、東京建築カレッジ
2024年（令和６年）は「担い手確保・育成」の正念場

27期生（2年生）・28期生（1
年生）の派遣事業所のセダー建設
㈱（大田区）の若杉健志社長は旅
行先の長野から1月3、4日、能登
半島地震の被災地へ。知り合いの
職人さんと一緒に倒壊家屋の応急
修理に従事しました（能見市と中
能登町で、瓦屋根応急修理や土嚢
作りなどを行う）。＝写真

「たまたま年始、長野に仕事の車
で行っていたところ、知人社長が
新潟から被災地に乗り込むという
情報を聞きつけ、私も手をあげて
長野から被災地に向かいました」
「 被災地では、建築関係者の出来
ることは多いと思います」。

昨年３回開催した「オープンキャンパス（学
校説明会）」を２月４日（日）、臨時に行うこ
とにしました。建築の学校としてのカレッジの
大きな特徴は、伝統的な大工技術を学びながら
建築のエッセンス（本質）をつかめること。今
回の参加者には、手道具による手刻みで「蟻仕
口」製作に挑戦してもらいます（予定）。カレッ
ジ教育の魅力の一端が体験
できます。傷害保険加入の
ため事前申込制、参加有料
です。会場は江東実習場。
くわしくはホームページを
ご覧ください。⇒

研
修
生
派
遣
事
業
主

「
能
登
半
島
地
震
」

倒
壊
家
屋
の
応
急
修
理
に
従
事

２
月
４
日
（
日
）
は

体
験
型
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

手
刻
み
で
蟻
仕
口
を
つ
く
る
！
入
学
相
談
会
も

あ
り
し
ぐ
ち

木造軸組み２階建ての住宅（躯体）建築を墨付けも刻みも自分

たちで行う実習棟実習は貴重な教育実践です。規模に関係なく

工務店、建設会社経営者から高く評価されています。今期 第

28期実習棟の上棟は1月26日（金）・27日（土）の予定です。



カ
レ
ッ
ジ
の

２
年
次
の
後
期

授
業
は
と
て
も

多
忙
で
す
。
１

月
下
旬
か
ら
２

月
に
実
施
の
修

了
試
験
の
位
置

付
け
の
「
技
能

照
査
」
実
技
試

験
・
学
科
試
験

が
あ
り
、
３
月

に
は
卒
業
制
作

発
表
会
が
あ
り
ま
す
。

各
種
の
提
出
物
も
卒
業

ま
で
に
す
べ
て
済
ま
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
第
27
期
生

の
（
２
年
生
）
の
卒
業

制
作
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

12
月
23
日
（
土
）
午

後
に
池
袋
校
舎
で
行
わ

れ
た
卒
業
制
作
プ
レ
発

表
会
で
は
、
「
灯
籠

（
と
う
ろ
う
）
班
」＝

上
写
真
、
「
太
鼓
山
車

（
た
い
こ
だ
し
）
班
」
、

「
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
班
」

の
３
班
が
、
テ
ー
マ
設

定
の
動
機
、
班
編
成
の

経
過
、
設
計
施
工
計
画
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
報
告
し
ま
し
た
。
精

度
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ

り
ま
す
が
、
各
班
と
も

に
図
面
が
あ
り
、
模
型

に
よ
る
検
討
に
入
っ
て

い
る
点
が
今
期
の
特
徴

で
す
。

講
評
で
は
西
岡
貴
之

事
務
局
長
か
ら
「
着
任

し
た
２
０
１
２
年
度
か

ら
卒
制
を
見
て
い
る
が
、

一
番
進
み
が
良
い
」
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
制
作
発
表
会
は

３
月
９
日
（
土
）
午
後
、

池
袋
校
舎
で
行
い
ま
す
。

観
覧
ご
希
望
の
方
は
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。◆

江
東
実
習
場
で
は
、

１
月
26
日
（
金
）
・
27

日
（
土
）
の
実
習
棟
上

棟
に
向
け
て
追
い
込
み

の
加
工
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
研
修
生
の
多
く

が
「
正
確
で
誰
も
が
確

認
し
や
す
い
墨
付
け
の

重
要
性
」
を
口
に
し
て

い
ま
す
。
誤
っ
た
墨
付

け
に
よ
る
加
工
ミ
ス
で

手
戻
り
が
複
数
出
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
う
し

た
失
敗
か
ら
学
べ
る
貴

重
な
実
践
学
習
が
ま
も

な
く
ヤ
マ
場
を
迎
え
ま

す
。
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１年生の
授業から

東京建築カレッジには
名物授業と呼べるものが
いくつもあります。毎年、
１年生が授業で建てる実
習棟を使った「建築構造
実験」もその１つです。
アクティブラーニングに
よる構造力学演習で、建
物に圧力をかけ、力の流
れ方（変形）を見る実験
を行います。自分たちが
建てた実習棟の強度を試す授業なので座学が苦手の
研修生も興味津々で取り組みます。1999年から毎年
実施しています。カレッジ草創期から学校の発展に
尽力した構造設計者、関昌孝さんが考案しました。
2022年度は、2年生（26期）が「落とし板構法」

「貫構法」、1年生（第27期生）が「筋違い構法」
「大黒柱構法」の実験をそれぞれ実施しました。今
年は2月1日（木）・2日（金）、この4種類の実験を
江東実習場で行う予定です。公開授業です。見学希
望の方は事前にご連絡ください。

建物に圧力をかけて構法ごとの特性を確認します。
上グラフは『池袋北口職人大学』（彰国社）83p

２年生の
授業から建築カレッジの名物授業「構造実験」

図
面
・
模
型
に
よ
る
検
討

卒
業
制
作

1
月
２
６
日
・
２
７
日
の
上
棟
へ

追
い
込
み
～
実
習
棟
実
習

柱班の加工の様子
1月6日、江東実習場

東京建築カレッジ第29期生（2024年4月入学生）募集
５年後の住宅建築の確かな担い手をつくる活動

最終募集日程

応募締切 2月16日（金）☆入学選考会 2月21日（水）
午前9:20開始（池袋校舎）


